
原城跡出土鉛製十字架

島原の乱最後の決戦地 『原城跡』
~天草四郎 と一揆衆が立て こ も っ た最後の砦~
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島原の乱時 、 天草 と

島原の首謀者が話 し合
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原城跡発掘調査中

平成 4 年度か ら は じ ま っ

を発掘調査に よ り 、 足下

が不安定 でご迷惑おかげ

致 し て あ り ま す 。 見学の

際にはご注意下さい
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天草の島々 や南蛮船

が来航 し た 口 之津港に

続 く 海が広が り 、 往時

の面影 を残 し た風景 を

見る こ と ができ る 。
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こ の横穴は、 原城本丸跡の有明海に

面 し た崖下 に あ り 、 海岸か ら 6 mの

高 さ に あ る 。 現在 、 草 の た め行 く こ

と が困難であ る 。 昭和 3 8年 、 当 時の

郷土史家 ら に よ り 、 原城の洞窟が調

査 さ れた 。 崖下の一角 で 、 入 口 か ら

の横穴は狭 く 、 高 さ 1 .4m 幅約 1 m
と人一人がよ うや く j函過できる もので、

約 3 0m ほ ど の と こ ろ で 、 通路は 3 つ

に分れ 、 そ の奥は広 さ 3 畳ほ ど の広

さ があ り 、 そ こ に は瓦や刀 片があ っ

た と い う 。 原城築城の折、 築工 さ れ

た も のか 、 あ る い は乱 の時掘 ら れた

も の か不明 で あ る が 、 以前 、 本丸跡

に空井戸が あ り それ に続 く 抜 け穴 と

も いわれて い る 。 (昭和 3 8年 、 豪雨 に

よ り 原城本丸が陥没。 内部は段状で、

い ち ばん深い と こ ろ で 、 4 . 3mの深 さ

があ り 、 瓦や陶器の破片が発掘され、

昔の く わ の あ と も見つか っ た 。 )
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原城は室町時代の 明応 5 年 、 東肥前

ま で勢力 を 伸ば し た 日 之江城主有馬貴

純が支城 と し て築城 し 、 時 に は居城 と

し た 。 戦国時代 に 入 っ て有馬氏は肥前

6 部 を領 し て最盛期 を迎えたが、 慶長

1 7 年 岡 本大八事 件 に よ り キ リ シ タ ン

大 名 であ っ た有馬晴信は斬首 と な る 、

後 を 継 い だ有馬直純 も 腹長 1 9 年 日 向
県域(延 岡 ) に 転封。 替わ っ て元和 2

大和五条か ら 4 万石で松倉車政が領

と な っ た 。 元和 4 年松倉車政は新た

に 島原城 を 築 い た た め 、 元和 の
一国一城令 に よ り 日 之江城 、 原

城 と も に廃城 と な っ た 。 松倉氏

は領民 に過酷な賦役 と 重税 を 課

し 、 厳 し く キ リ シ タ ン を 弾圧 し

た た め 、 寛 永 1 4 年 1 0 月 2 5 日 、

一 揆 が勃 発 。 同 年 1 2 月 3 日 か

ら 男 女合わ せて 3 万数千 人 の 一

揆勢( 天 草 の 領民 を 含 む ) が鹿城

とな っ て いた原城に立て篭 も り 、

新 た に堀や土塁な ど を 築 き 、 大

量 の 武器や 食糧 を 運 び込 ん だ。

一揆勢は徳川 幕府 の鎮圧軍 を -

度は撃退 し 、 幕府軍 の 司 令官で

あ っ た板倉重 昌 は 討死す る が 、

時 の 老 中 松平伊豆守 信綱 自 ら が

1 2 万 と い う 大 軍 を 率 い て 原城

を包囲 し て総攻撃を命 じたため 、

一揆勢の 3 ヶ 月 に わ た る 抗戦 も

空 し く 、 寛 永 1 5 年 ( 1 6 3 8 ) 2 月

8 日 、 一 揆 勢 は 盟 主 と 仰 ぐ 天

草四郎以下全員が討死 し て原城

落城 し た 。

⑨ 池尻口 門跡
古絵図 に池尻口 門 と あ る こ と か

ら こ の名称が付い た 。 平成 6 年発

掘調査で確認さ れた 。 幅 6 メ ー ト

ル長 さ 1 2 メ ー ト ルの 5 段の階段を

も つ虎 口 です。 門柱礎石 も 確認さ

れ、 何 ら か の建物があ っ た と 思わ

れ る 。 発掘前は 、 小石や土で埋め

ら れた状態で した 。
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※ 骨と髪が散乱 していた ものを埋めた こ と でその名が付いた と云われる。

八波氏は、 ホネカ ミ と は ｢骨をかみ しめる ｣ の意『来 その こ とか ら ｢ 自 分 自
身の もの にする｣ さ ら に ｢人 々 を済度する｣ (助ける ･ 救 う ) と理解すべき

血生臭い戦場へ と 脇 - -た歴史が今甦る 。
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原城本丸の抜 け穴実測図 ( 1 9 6 3 年調査 )

　 　 　 　 　　

● 天草四郎の墓

⑧

① ほねかみ地蔵
明和 3 年( 1 7 6 6 ) 7 月 1 5 日 有馬村頤心寺

の注誉上 人 と 、 各村の庄屋 ら が こ の 戦乱

で鑿れた 人 々 の骨 を 、 敵味方の 区別な く

拾 い霊 を 慰め た地蔵尊塔で あ る 。 文学博

士の 八波則吉は 、 ｢骨 かみ地蔵 に 花 あ げ

る 三万 人 も 死ん だげな 小 さ な子供 も 居

た ろ う に 骨か み地蔵 に花あ げろ ｣ と 、

う た っ て い る 。

② 原城本丸大手門跡
平成 1 6年 、 8 個 の巨大な礎

石や水路が階段が発見 。 こ の

場所 は本丸の正面 入 口 に位置

し て お り 、 本丸大手門 と 考 え

ら れて い る 。 桁行 4 間 、 梁行

2 問の建物で重層 ( 2 階建)で 6

尺 5 寸 を 一 間 と す る 京間 の 寸

法で あ る こ と か ら 当 時最 先端

で あ っ た近畿地方の築城技術

に も と づ い て造 ら れた と 考 え

ら れてい る 。
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③ 空壕

原城本丸跡の入 口 付近 に 残

る 。 蓮池 と 通 じ て本丸 を孤立

し た ｢島｣ に す る た め 、 島原

の乱の際 に 防衛のため に築か

れた も の と いわれる 。

島原の乱の 際 に 、 篭城戦の

間は竹や木で柱 を 建て 、 カ ヤ

でそ の上 を覆 い 、 老若男女な

ど の非戦闘員 を収容 し て い た

と こ ろ と も い う 。

平成 1 1 年度調査で 、 最 も 本丸寄 り

の虎 口 ( こ ぐち ) を検出 し た 。 こ れ に よ

り 本丸北側 の虎 口 空間帯の概要が判

明 し 、 最初 の 門 か ら 最大で 1 0 回 も 城

道 を屈曲( く つ き よ く ) さ せた巨大な虎

口 空間帯が姿 を表わ し た 。 そ の 大 き

さ は 、 本丸 の約二分の一 と い う 異様

な大 き さ で あ り 、 厳重な防御力 ( ほ う
ぎ よ り よ く ) を 備 え た プ ラ ン で も あ っ

た 。 門 と お も われる礎石(そせ き )や 、

辱 の 周 囲 に は玉砂利 を敷 き 詰め て あ

り 、 出入 り 口 外側 の石墨は巨石 を 用

い る な ど 、 本丸の正面玄関 に 相 当 す
る も のであ っ た 。

④ 枡形虎口

⑥ 竪穴建物跡群

天主な る も のが建 っ て い た のではな い

か と お も われる場所。 石垣内の隅の壊 さ

れた部分 に大量の瓦が出土。 島原の乱当

時の原城は 、 島原城築城のため石垣な ど

持ち 去 ら れ廃城であ っ た と い う のが定説

であ っ たが、 残 さ れた石垣の数や 、 瓦の

出土な どか ら 、 乱の と き も何 ら か の建物

が残さ れてお り 、 島原城築城の と き に は

石垣を持ち去 っ てはいな い の ではな いか

と思われて い る 。

⑧ 抜 -ナ六跡

島原の乱で一揆軍が篭城 し た際の竪穴建物跡群。

1 辺が約 2 m~ 3 mで 、 石垣 に治 っ て南北方向 に 9

区画連な っ て いた 。 集落 を基本 に家族単位で使用 し た

と 思われ 、 通路 を と る な ど計画性があ り 、 整然 と 篭城

( ろ う じ よ う ) し て い た こ と がわ か っ た 。 さ ら に冬場 の

篭城に も かかわ ら ず個別 に炉や釜戸 と い っ た暖房や煮

炊き にかかわ る遺物や遺構の痕跡がな く 、 篭城中 に失

火 を起 こ さ な い よ う に し た大名軍勢並みの軍規の存在

を物語 る も のであ り 、 高 い規律 を守 っ た こ と が明 ら か

で、 一揆勢の原城への篭城はた いへん組織的であ っ た 。

⑤ 本丸門跡 (四郎家)

機。 本丸の大規模な虎 口 (出入 口 )の最奥

部で、 周 囲 を石垣で囲 まれて い る 門の礎

石 も 見る こ と ができ る 。 絵 図 ｢原城諸手

仕寄之図｣ が示す ｢四郎家｣ の位置な ど

や 、 四郎の最後の居場所 を記 し た ｢細川

忠利書状｣ な ど と も符合する場所。

天草四郎が最後の居宅跡 と 見 ら れる 遺

『信念に も ゆ る 天草四郎』
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だと言われている。
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長崎の教会群とキ リ ス ト教

関連遺産を世界遺産へ

徳川幕府を震憾さ せ、 日 本 を鎖国へ導いた と いわれる 島原の乱。

こ の地をキ リ シタ ン文化の花開 いた楽園か ら 、 血生臭い戦場へ と

変えた も のはなんだっ たのか。 3 7 0年の封印 さ れた歴史が今甦る 。
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